
　

延
喜
式
で
は
名
神
大
社
と
さ
れ
、
享
保

四
（
一
七
一
九
）
正
一
位
を
贈
ら
れ
た
。

　

讃
岐　
田
村
神
社　

高
松
市
一
宮
町

　

祭
神　

倭や
ま
と
と
と
も
も
そ
ひ
め
の
み
こ
と

迹
迹
日
百
襲
姫
命　

外
。

　

一
名
、
田
村
大
神
、
定さ

だ
み
ず
だ
い
み
ょ
う
じ
ん

水
大
明
神
、
一

宮
大
明
神
と
も
言
う
。

　

伊
予　
大
山
祇
神
社　

今
治
市
大
三
島

町
　

祭
神　

大お
お
や
ま
づ
み
の
み
こ
と

山
積
命

　

海
上
の
守
護
神
。

　

土
佐　
土
佐
神
社　

高
知
市
一
宮
し
た

ね
二
丁
目

　

祭
神　

味あ
じ
す
き
た
か
ひ
こ
の
か
み

鋤
高
彦
根
神

　

平
安
時
代
末
期
、
世
が
乱
れ
国
司
奉
幣

が
不
十
分
と
な
り
国
衙
の
近
く
に
式
内
社

の
祭
神
を
合
祀
、
総
社
と
称
し
た
。
阿
波

国
で
は
国
府
町
観
音
寺
境
内
に
置
い
た
。

（
続
く
）

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
97

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

阿
南
市
の
式
内
社
（
二
）

　

前
回
、
阿
波
北き

た

方が
た

の
式
内
社
は
祭
神
が

天
太
玉
命
、
天
日
鷲
命
、
大
麻
比
古
命
の

よ
う
に
い
わ
ゆ
る
忌
部
族
の
祖
神
と
関
わ

り
が
あ
る
よ
う
に
、
阿
波
南み

な
み
が
た方で
は
大お

お
な
む己

貴ち
の
み
こ
と
命
（
大
国
主
命
）、
事
代
主
命
の
よ
う

に
出
雲
族
、
海あ

ま

部べ

族
の
祖
神
を
祭
っ
て
い

る
特
色
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
化
の
改
新
以

前
、
阿
波
北
方
に
粟あ

わ
の
く
に国、

南
方
に
長な

が
の
く
に国が

存
在
し
た
こ
と
を
承
知
し
て
い
な
い
と
理

解
し
難
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
い
ず

れ
稿
を
改
め
た
い
。

　

出
雲
系
の
祖
神
と
さ
れ
る
観み

ま
つ
ひ
こ
い
ろ
と
め
の

松
彦
色
止

命み
こ
とは
大
己
貴
命
の
子
、
事
代
主
命
の
子

孫
と
さ
れ
、
名
東
郡
佐
那
河
内
村
の
御み

間ま

津つ

比ひ

古こ

神
社
に
祭
ら
れ
て
い
る
。
長
国
の

範
囲
が
北
は
佐
那
河
内
村
か
ら
南
は
海
部

郡
に
及
ん
で
い
た
証
と
な
る
。

一い
ち
の
み
や宮

　

な
お
、
式
内
社
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い

が
由
緒
あ
る
神
社
も
多
く
存
在
し
た
。
こ

れ
ら
を
式し

き

外げ

社し
ゃ

と
呼
ん
で
い
る
。
た
と
え

ば
神
山
町
の
船ふ

な

尽は
て

神
社
・
石
井
町
の
白
鳥

神
社
が
こ
れ
に
当
た
る
。
な
お
、
平
安
時

代
中
期
に
は
社
格
制
度
の
一
つ
と
し
て
一い

ち

宮の
み
や・
総そ

う

社じ
ゃ

が
全
国
に
設
け
ら
れ
た
。
一

宮
は
そ
の
国
の
最
も
代
表
的
な
神
社
に
与

え
ら
れ
た
社
格
で
、
阿
波
国
で
は
鳴
門
市

大
麻
町
の
大
麻
比
古
神
社
が
こ
れ
に
当
た

る
。
国
司
が
式
内
社
で
ま
ず
第
一
番
に
幣

帛
を
捧
げ
る
神
で
あ
る
。

　

参
考
の
た
め
淡
路
と
四
国
（
淡
路
は
江

戸
時
代
、蜂
須
賀
氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
）

の
一
宮
を
列
記
し
よ
う
。

　

淡
路　
伊
弉
諾
神
宮　

淡
路
市
多
賀

　

祭
神　

伊い
ざ
な
ぎ
の
お
お
か
み

弉
諾
大
神

　

伊
弉
諾
大
神
は
国
産
み
伝
説
地
で
伊
弉

諾
夫
妻
が
初
め
て
産
ん
だ
の
が
淡お

の

路こ
ろ

島じ
ま

で

あ
り
、
こ
の
地
を
幽

か
く
れ
の
み
や
宮
と
定
め
「
日ひ

之の

少わ

宮み
や

」
と
も
言
わ
れ
淡
路
島
神
、
多
賀
明

神
、
津
名
名
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
。

社
号
が
神
社
で
な
く
「
神
宮
」
で
あ
る
こ

と
に
注
目
さ
れ
た
し
。

　

阿
波　
大お

お
あ
さ
ひ
こ
の
お
お
か
み

麻
比
古
大
神

　

天
富
命
が
こ
の
地
に
来
て
麻あ

さ

、
楮こ

う
ぞを
植

え
麻
布
、
木
綿
を
精
製
し
殖
産
の
神
と
し

て
祖
先
の
天

あ
ま
の
ふ
と
た
ま
の
み
こ
と

太
玉
命
（
大
麻
比
古
大
神
）

を
祭
っ
た
。

あなんカルチャー

日程　下表のとおり（全10回）
場所　文化会館　視聴覚室
受講料　年間2,000円　※開講式時に徴収
申込方法　はがきに住所、氏名、電話番号を記入
のうえ、４月30日㈬まで（当日消印有効）にお
申し込みください。
申込み・問い合わせは　
〒774‐0030　富岡町西池田135番地1　文化振興課
文化財講座係（☎22－1798）へ

■ 平成26年度阿南市文化財講座
　 受講者募集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ「
真
打
ち
競
演
」

公
開
収
録
観
覧
者
募
集

■ よしもとがまたまた阿南にやってくるよ！
日時　６月29日㈰　13:00～、16:00～の２回
場所　市民会館　大ホール　　　　　　　　　
内容　吉本新喜劇、お笑いライブ　　　
入場料　全席指定　Ｓ席4,000円　Ａ席3,500円
※当日500円増し、４歳以下ひざ上のみ無料
チケット発売開始日　4月26日㈯
※チケット発売初日は１人１回５枚まで購入可
販売場所　市民会館、平惣書店（阿南センター店・
羽ノ浦国道店）、アピカ、フジグラン阿南ほか
問い合わせは　市民会館（☎22－7000）へ

■ 「阿南市美術展」　出品作品募集
開催日　５月３日㈷～５日㈷　　場所　文化会館
出品資格　市内在住または出身者および本市と関
係の深い方で阿南市美術協会の会員
※小・中学生は出品することはできません。
作品規格　

日本画　６号から50号までで額装または表装
洋画　８号から50号までで額装  　
書道　聯

れん

落
おち

以下（表装または軸仕立て、縦横自由）
写真　半切から全紙まででフスマ張り
彫塑・工芸・デザイン　横 1.5 ｍ×縦 1.5 ｍまで

※額装にはガラスを用いないこと（工芸の押し花
作品のみガラス可）
※アクリル板の使用は可（日本画はアクリル板も不可）
出品点数　1 人につき 1 部門あたり 2 点まで　　
会費・出品料　美術協会年会費1,500円（初めて
出品される方は、入会金1,000円が必要）　出品
料は１点につき500円　
作品の受付・搬入　４月27日㈰　9:30～12:00　
文化会館２階　研修室２ 
※この日以外は受付できません。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

阿
南
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

平
成
26
年
度
ク
ラ
ブ
員
募
集

　

市
内
の
小
学
校
に
通
う
４
年
生
以
上
を
対

象
に
、
年
間
12
回
程
度
、
原
則
土
曜
日
の
午

前
中
に
科
学
工
作
を
中
心
に
実
施
す
る
ク
ラ

ブ
で
す
。
年
間
通
じ
て
の
参
加
が
基
本
と
な

り
ま
す
。
入
会
方
法
等
は
学
校
を
通
じ
て
配

布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

定
員　
30
人（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

年
会
費　
２
０
０
０
円
（
工
作
材
料
費
）

科
学
セ
ン
タ
ー
友
の
会
会
員
募
集

　

友
の
会
は
月
一
回
、
会
員
向
け
に
楽
し
い

科
学
工
作
や
科
学
実
験
、
自
然
観
察
な
ど
を

行
う
会
で
す
。

年
会
費　
個
人
会
員　

２
０
０
０
円

　
　
　
　

家
族
会
員　

３
０
０
０
円

入
会
方
法

　

科
学
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
入
会
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
会
費
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

４
月
の
休
館
日

７
日
㈪
、
14
日
㈪
、
21
日
㈪
、
28
日
㈪

大麻比古神社

セ
ン
タ
ー

科
学

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
真
打
ち
競
演
」
の
公
開

収
録
を
行
い
ま
す
。
観
覧
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
25
日
㈰　

午
後
６
時
30
分
～

場
所　
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
（
情
報
文
化
セ
ン

タ
ー
）

出
演
者　
堺
す
す
む
、
昔
昔
亭
桃
太
郎
、
春

風
こ
う
た
・
ふ
く
た　

ほ
か

入
場
料　
無
料

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
（
私
製
を
除
く
）

の
「
往
信
用
裏
面
」
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
、「
返
信
用
表
面
」
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
の
う
え
、

〒
７
７
０

－

８
５
４
４　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送

局「
真
打
ち
競
演
」係
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
料
金
変
更
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
５
月
７
日
㈬
（
必
着
）　　
　
　

 

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
し
て
、
入
場

整
理
券
（
１
枚
で
２
人
ま
で
入
場
可
）
を
送

り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局
（
☎

０
８
８

－

６
２
６

－

５
９
９
６
）
ま
た
は
情

報
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
44

－
５
０
０
０
）
へ

※
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
ご
応
募
い
た
だ
い
た
情
報

を
抽
選
結
果
の
連
絡
の
ほ
か
、
受
信
料
の
お

願
い
な
ど
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

講座 日　　　時 テ　ー　マ 講　　師

第１回 ５月15日㈭
18:30〜20:00開講式

阿南市の歴史～原始・
古代から昭和まで～

市文化財保護審議会会長
湯浅 良幸

第２回 ６月19日㈭
18:30〜19:30

国会議事堂に使用され
た阿南市産の大理石

元県立博物館館長
東明 省三

第３回 ７月17日㈭
18:30〜19:30

阿南市の巨樹の実態と
絶滅危惧種

市史編さん室室長
古川 良夫

第４回 ８月21日㈭
18:30〜19:30

阿南市内の指定文化財
の現状

元県文化財巡視員
村上 義雄

第５回 ９月18日㈭
18:30〜19:30

年間民俗行事あれこれ
～特に農業について～

妙泉寺住職
佐藤 文哉

第６回 10月16日㈭
18:30〜19:30

暮らしと寺院
～その文化的な役割～

光明寺住職
浅川　實

第７回 11月20日㈭
18:30〜19:30 蘭学者橋本宗吉について 市史編さん室室長

古川 良夫

第８回 12月18日㈭
18:30〜19:30 阿南市の地質とその意義 筑波大学名誉教授

小笠原 憲四郎

第９回 平成27年１月15日㈭
18:30〜19:30

阿波人形浄瑠璃頭と農
村舞台

元四国大学教授
大和 武生

第10回 ２月19日㈭
18:30〜20:00閉講式 阿南市内の城と豪族 市文化財保護審議会会長

湯浅 良幸
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